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県
学
童
野
球
大
会

笑
顔
は
じ
け
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ビ
ー
チ

実
朝
祭
短
歌
大
会

『
郷
土
誌 

葉
山
』

鎌
倉
レ
ッ
ド
サ
ン

初
優
勝
を
報
告

鎌
倉
朝
日
賞
な
ど

第
16
号 

発
刊

す
。
境
内
の
広
さ
か
、
そ
れ

と
も
懐
の
深
さ
か
、
不
信
心

な
私
で
も
受
け
入
れ
て
く
れ

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
ス
ケ
ッ
チ
に
訪
れ
る
と
、

女
性
が
一
人
、
本
尊
に
祈
っ

て
い
る
。
そ
の
姿
の
美
し
さ

に
見
と
れ
た
。
祈
り
の
心
が

そ
の
立
ち
姿
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
た
。
思
わ
ず
筆

を
走
ら
せ
て
い
た
。
建
物
や

背
景
は
後
回
し
、
と
に
か
く

こ
の
人
を
と
ら
え
て
お
か
な

く
て
は
。
幸
い
、
祈
り
は
長

く
続
い
た
。
描
き
終
え
た

私
は
、
一
緒
に
祈
っ
た
気
分

だ
っ
た
。
水
彩
　
46
×
61
㎝

　
鎌
倉
の
寺
社
の
中
で
も
建

長
寺
は
と
く
に
好
き
な
寺
で

58

「
建
長
寺
」百

海　

園
子

　
愛
車
を
「
安
心
し
て
売
り

た
い
」「
で
き
る
だ
け
高
く

売
り
た
い
」「
手
間
な
く
手

軽
に
売
却
し
た
い
」
そ
ん
な

人
に
お
勧
め
し
た
い
の
が
、

鎌
倉
・
逗
子
周
辺
で
実
績
多

数
の
車
買
取
専
門
店
の
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
。

　「
車
検
の
時
期
に
合
わ
せ

て
売
却
を
検
討
さ
れ
る
方
も

多
い
で
す
ね
。
出
張
査
定
は

無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
」
と
坂
野
代

表
は
話
す
。

　
同
店
で
は
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
地
域
密
着
の
出
張

査
定
に
特
化
す
る
こ
と
で
、

抑
え
た
固
定
費
を
買
取
金
額

に
還
元
。
他
社
で
年
式
が
古

い
、
走
行
距
離
が
多
い
等
の

理
由
で
、
査
定
額
が
０
円
と

言
わ
れ
た
車
も
最
低
２
万
円

以
上
で
買
い
取
っ
て
く
れ
る

（
１
６
０
０
㏄
以
下
は
５
千

円
以
上
）。
代
金
は
即
日
現

金
払
い
、
名
義
変
更
の
完
了

通
知
書
も
送
付
し
て
く
れ
る

の
で
安
心
。
親
切
で
丁
寧
と

評
判
の
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌

倉
店
。
一
度
、
連
絡
を
し
て

み
て
は
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

（
由
比
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

車
を
売
ろ
う
か
検
討
中
な
ら

任
せ
て
安
心
・
地
元
の
車
買
取
店
へ

無料で出張査定に伺います

『
笑
い
の
力
、

　
　
　

言
葉
の
力

～
井
上
ひ
さ
し
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ
～

』

渡
邉 

文
幸 

著

　
湘
南
地
区
を
中
心
に
小
学

２
年
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

約
60
人
で
構
成
す
る
「
鎌
倉

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

が
、
８
月
23
日
の
第
39
回
定

期
演
奏
会
を
前
に
８
月
５

日
、
元
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
で
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ダ
ニ
エ
ル

・
ゲ
ー
デ
さ
ん
（
56
）
の
特

別
レ
ッ
ス
ン
を
練
習
場
所
の

藤
沢
・
新
堀
ラ
イ
ブ
館
で
受

け
た
＝
写
真
。

　
音
楽
活
動
で
年
に
３
回
は

世
界
の
音
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ケ
に
伝
授

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
ゲ
ー
デ
さ
ん

人
工
呼
吸
器
装
着
で
海
に

来
日
す
る
と
い
う
親
日
家
の

ゲ
ー
デ
さ
ん
は
、「
子
ど
も

た
ち
と
音
を
作
り
上
げ
て
い

く
や
り
と
り
が
楽
し
い
。
今

日
は
心
か
ら
音
楽
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
演
奏
会
の
演

目
、
ケ
テ
ル
ビ
ー
作
曲
「
ペ

ル
シ
ャ
の
市
場
に
て
」
と
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
「
真
夏

の
夜
の
夢
」
を
副
指
揮
者
の

長
崎
亜
星
さ
ん
（
45
）
を
介

し
て
指
導
。

　
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
自
ら
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
を
交
え

て
強
弱
の
つ
け
方
、
細
か
い

フ
レ
ー
ズ
で
の

指
の
使
い
方
な

ど
を
表
情
豊
か

に
子
ど
も
た
ち

へ
伝
え
た
。

　
世
界
最
高
峰

の
演
奏
家
が
奏

で
る
音
に
子
ど

も
た
ち
は
「
音

魂
の
テ
ノ
ー
ル
　
新
垣
勉
～
命ぬ

ち

ど
ぅ
宝

お
し
ゃ
べ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　
家
を
建
て
る
時
に
道
が
大
事

な
事
は
前
回
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
最
近
の
事
例
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　
過
去
に
建
築
確
認
を
受
け
て

住
宅
を
建
て
、
接
道
に
問
題
は

な
く
、
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
他
に
家
を
取
得
し
た
の
で

そ
の
土
地
を
売
却
す
る
事
に
な

り
、
確
定
測
量
の
た
め
調
査
を

し
た
と
こ
ろ
、
自
分
の
家
の
道

路
と
し
て
使
っ
て
い
た
土
地
が

他
人
の
名
義
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
思
い
返
す
と
10
数
年
前
そ

の
土
地
を
道
路
と
し
て
使
っ
て

い
た
奥
の
人
が
家
を
建
て
、
隣

地
境
界
の
判
を
求
め
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
自
分

も
道
路
と
し
て
使
っ
て
い
る

こ
と
を
主
張
し
な
か
っ
た
た

め
、
奥
の
人
の
敷
地
に
さ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
奥
の
人
は
そ
こ
を
道
路
に

し
な
け
れ
ば
家
が
建
ち
ま
せ
ん

で
し
た
。判
を
求
め
ら
れ
た
時
、

自
分
の
家
の
建
築
確
認
を
提
示

し
て
話
し
合
え
ば
こ
ん
な
事
に

は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　
２
ｍ
程
度
の
道
を
利
用
し
て

い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
、

古
い
町
並
み
の
地
域
に
は
よ
く

あ
る
話
で
す
。
自
分
の
家
の
土

地
が
ど
の
様
な
状
況
な
の
か
身

近
な
専
門
家
に
相
談
し
て
把
握

し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

い
ざ
何
か
し
よ
う
と
思
っ
た

時
、
問
題
が
起
こ
っ
た
ら
す
ぐ

に
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
上
下

水
道
・
ガ
ス
の
引
き
込
み
に
も

影
響
が
出
て
き
ま
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
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接
道（
道
）

に
つ
い
て
２

色
に
オ
ー
ラ
が
あ
る
」「
難

し
い
フ
レ
ー
ズ
が
簡
単
に
聴

こ
え
る
か
ら
す
ご
い
」「
学

ん
だ
こ
と
を
演
奏
に
活
か
し

た
い
」
と
本
物
に
触
れ
た
喜

び
に
目
を
輝
か
せ
た
。（
Ｋ
）

　
晴
天
の
７
月
31
日
、
鎌
倉

の
由
比
ガ
浜
海
水
浴
場
で
バ

リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
が
開
催

さ
れ
た
。
２
０
１
５
年
か
ら

毎
年
開
か
れ
て
い
た
が
、
台

風
で
２
年
、
そ
の
後
の
２
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

た
め
中
止
に
な
り
５
年
ぶ

り
。
２
歳
～
89
歳
ま
で
、
遠

く
は
岩
手
か
ら
26
人
の
車
椅

子
ユ
ー
ザ
ー
が
参
加
し
、
百

人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

海
水
浴
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
鎌
倉
の
海
水

浴
場
に
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

エ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
、
み
ん

な
の
笑
顔
が
は
じ
け
た
。
か

な
が
わ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー

チ
実
行
委
員
会
の
酒
井
太
郎

さ
ん
は
「
こ
ん
な
光
景
が
日

常
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

　
２
０
２

２
会
長

杯
・
神
奈

川
県
学
童

軟
式
野
球

選
手
権
大

会
に
鎌
倉

地
区
大
会

の
上
位

チ
ー
ム
と

し
て
出
場

し
、
初
優

勝
し
た

「
鎌
倉
レ
ッ
ド
サ
ン
」
が
８

月
18
日
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長

を
表
敬
訪
問
し
報
告
を
行
っ

た
。

　
同
大
会
は
神
奈
川
県
少
年

野
球
連
盟
学
童
部
の
主
催
で

７
月
23
～
31
日
に
行
わ
れ
、

地
区
代
表
54
チ
ー
ム
が
出

場
。
決
勝
は
31
日
保
土
ヶ
谷

球
場
で
あ
り
、
序
盤
で
相
手

チ
ー
ム
に
８
点
取
ら
れ
て
い

た
が
、
最
終
回
で
９
対
10
の

逆
転
勝
ち
を
収
め
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
佐
藤
応
政

く
ん（
６
年
）は「
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
な
か
っ
た
こ
と
が

よ
か
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

　“Try to be only one

（
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
人
生
を

大
切
に
）”
と
呼
び
か
け
な

が
ら
、
音
楽
活
動
を
し
て
い

る
沖
縄
出
身
の
全
盲
の
テ

ノ
ー
ル
歌
手
・
新
垣
勉
さ
ん

（
69
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

９
月
30
日
19
時
、
鎌
倉
芸
術

館
小
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

　「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ

ス
」「
さ
と
う
き
び
畑
」な
ど
。

全
席
指
定
５
千
円
、
同
館
Ｈ

Ｐ
、
湘
南
ス
イ
ー
ト
ラ
イ
フ

な
ど
で
。
問
合
せ
サ
ブ
コ
ン

シ
ャ
ス
・
プ
ラ
ス
☎
０
７
０

 

・
３
８
８
０
・
５
２
４
６

　
神
奈
川
県
歌
人
会
主
催

の
第
71
回
実
朝
祭
短
歌
大

会
が
８
月
９
日
鶴
岡
八
幡

宮
直
会
殿
で
開
か
れ
た
。

　
出
詠
は
１
０
８
首
で
う

ち
17
首
が
入
賞
し
た
。
大

賞
の
鶴
岡
八
幡
宮
賞
は
、

「
病
室
の
間
仕
切
ゆ
れ
て

夫
の
靴
の
そ
つ
と
止
ま
れ

ば
心
の
緩
ぶ
」
髙
田
み
ち

ゑ
さ
ん
（
鎌
倉
）。
鎌
倉

朝
日
賞
は
、「
江
ノ
島
を

茜
に
そ
む
る
落
日
に
い
つ

と
き
諾
ふ
天
動
説
を
」
浅

イ
ラ
ス
ト
を
取
り
入
れ
、
失

わ
れ
た
寺
社
の
歴
史
や
明
治

時
代
の
乗
合
馬
車
、
戦
中
戦

後
の
影
を
残
す
葉
山
マ
リ
ー

ナ
の
場
所
に
あ
っ
た
造
船

所
、
開
発
さ
れ
た
山
頂
、
橋

や
建
物
な
ど
を
紹
介
。

　
文
学
散
歩
の
特
集
で
は

「
鐙
摺
」と「
森
戸・
芝
崎
」
の

２
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
吾
妻

鏡
の
逸
話
や
徳
富
蘇
峰
・
蘆

花
兄
弟
、
日
影
茶
屋
を
め
ぐ

る
物
語
、
名
誉
町
民
の
堀
口

　次世代を担う子どもたちに日本の伝統
文化に触れ、体験してもらおうと、鎌倉の
古刹で茶道体験教室が開かれる。

◆日時：　9 月17日・18日・19日（全3 回）
　　　　第1 組 9:30 ／第 2 組13:00
　　　　10 月15日・16日・30日（全3 回）
　　　　第３組 9:30 ／第4 組13:00
◆場所：英勝寺
◆対象：中学生・高校生 ◆参加費：無料
◆持ち物：白い靴下、あれば稽古セット
◆申込：希望の組、住所、☎、氏名、年齢、

（学校名・学年）を☎、FAX、メールで
◆申込・問合せ：徒然の会 西川勝
　☎・FAX：0467・25・3007
　メール：ichiwan.no.aji@gmail.com

中高生のための茶道体験教室
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町
内
に
残
る
古
文
書
の
発

掘
や
解
読
を
も
と
に
、
葉
山

の
歴
史
の
調
査
研
究
を
行
う

葉
山
郷
土
史
研
究
会
（
矢
嶋

道
文
会
長
・
会
員
26
人
）
が

『
郷
土
誌 

葉
山
』
第
16
号
を

発
行
し
て
い
る
＝
写
真
。

　
同
会
は
昨
年
創
立
20
周
年

を
迎
え
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は「
葉
山
か
ら
消
え
た
モ
ノ
・

コ
ト
」
と
「
葉
山
ゆ
か
り
の

文
学
散
歩
」。
江
戸
～
明
治

の
絵
図
を
下
敷
き
に
写
真
や

大
學
ほ
か
、
現
代
作
家
ま
で

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が

描
く
葉
山
が
浮
か
び
上
が

る
。
千
円
（
税
込
）、
葉
山

ま
ち
づ
く
り
協
会
（
葉
山
町

立
図
書
館
内
）
☎
０
４
６
・

８
７
６
・
０
４
２
１
　（
Ｋ
）

　
井
上
ひ
さ
し
の
全
体
像
に

迫
ろ
う
と
書
き
下
ろ
し
た
力

作
だ
。
元
共
同
通
信
社
記
者

の
著
者
は
２
０
０
０
年
11
月

に
鎌
倉
で
開
か
れ
た
「
井
上

ひ
さ
し
の
文
章
教
室
」
に
参

加
し
た
。
そ
し
て
、
教
室
を

終
始
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む

「
言
葉
の
魔
術
師
」
の
講
義

に
感
銘
し
た
と
い
う
。以
来
、

構
想
を
温
め
て
い
た
。

　
井
上
ひ
さ
し
は
「
む
ず
か

し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
、
や

さ
し
い
こ
と
を
ふ
か
く
、
ふ

か
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
普
通
の

生
活
者
を
念
頭
に
戯
曲
、
小

説
な
ど
多
彩
な
創
作
活
動
を

展
開
。
書
き
残
し
た
作
品
は

４
０
０
冊
以
上
。

　
初
め
て
自
分
の
お
金
で
買

っ
た
の
が
宮
沢
賢
治
の
本
。

言
葉
の
お
も
し
ろ
さ
と
ユ
ー

ト
ピ
ア
共
同
体
を
学
び
、
そ

れ
が
80
年
代
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
「
吉
里
吉
里
人
」
に
結

実
。
江
戸
時
代
の
娯
楽
小
説

（
戯
作
）
に
出
合
い
、
無
駄

か
ら
生
ま
れ
る
笑
い
で
世
界

と
つ
な
が
る
と
確
信
し
た
。

才
能
を
開
花
さ
せ
、
戯
作
者

を
コ
ミ
カ
ル
＆
シ
ニ
カ
ル
に

描
い
た
時
代
小
説
「
手
鎖
心

中
」
で
直
木
賞
受
賞
等
々
。

　
巻
末
に
、
夫
人
・
井
上
ユ

リ
さ
ん
に
聞
く
「
素
顔
の
井

上
ひ
さ
し
」
を
収
録
。

　
渡
邉
さ
ん（
73
）は「
ジ
ュ

ニ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
読
ん
で

も
ら
い
、
自
分
の
言
葉
と

頭
で
考
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。
理
論
社
刊
、

１
３
０
０
円
（
税
別
）。

田
慧
子
さ
ん
（
鎌
倉
）


